
特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

手許現金有高 34,806

北洋銀行　栗山支店 1,137,667

空知信用金庫　栗山支店 1,702

0

流動資産合計 1,174,175

2 固定資産

事務所　内装工事 845,000

マイクロバス　１台 4,965,880

事務所内　備品一式 660,292

固定資産合計 6,471,172

資産合計（Ａ） 7,645,347

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

理事長　鈴木貴浩 3,472,000

岩見沢税務署　源泉所得税 32,190

流動負債合計 3,504,190

2 固定負債

北洋銀行　栗山支店 3,232,200

固定負債合計 3,232,200

負債合計（Ｂ） 6,736,390

正味財産（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 908,957

車　輌　運　搬　具

什    器    備    品

長 期 借 入 金

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

短 期 借 入 金

預 り 金

建　　　　　　　　物

平成24年度　財　産　目　録
平成25年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

現 金

普 通 預 金



別記第５号様式の２（第２条関係）

北海道知事　様

特定非営利活動法人の名称　

代表者の氏名 鈴　　木　　　貴　　浩 印

電話番号　　　　　　　　　　 (0123)  72 - 6655

１

２

３

４

５

６

　前事業年度の財産目録

　前事業年度の貸借対照表

　前事業年度の収支計算書

　前事業年度の役員名簿

　前事業年度の社員のうち10人以上の者の氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）及び

住所又は居所を記載した書面

平成25年　7月　1日　

事　業　報　告　書　等　提　出　書

　次に掲げる前事業年度（　24年　4月　1日から　25年　3月　31日まで）の事業報告書等について、特

定非営利活動促進法第29条第１項の規定により、提出します。

記

　前事業年度の事業報告書

特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ



１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事　業　内　容 実施月日 実施場所
従事者

の人数

受益対象者の

範囲及び人数

支出額

（千円）
サッカーを中心

とする、各ス

ポーツ競技のク

ラブチーム運営

事業

サッカークラブチームU-15（中

学生）・U-18（高校生）・TOP
（成人）・ﾚﾃﾞｨｰｽ（女子）の技

術指導及び運営管理

平成２３年

４月１日か

ら平成２４

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊地域の

中学生･高校

生･一般成人の

男女９１名

15,243

サッカーを中心

とする、各ス

ポーツの普及

及び振興に関

する事業

サッカースクールキッズ（幼

児）・ジュニア（小学生）・シニ

ア（成人）の技術指導及び運

営管理

平成２３年

４月１日か

ら平成２４

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊の幼児・

小学生・一般

成人の男女２９

名

3,811

(2)　その他の事業

定款の事業名 実施月日 実施場所 従事者の人数
支出額

（千円）

スポーツ用品の

販売事業
なし なし なし なし

・クラブチーム運営事業

各世代のサッカー競技に於ける技術力の向上及び目標や目的達成意欲の向上は、活動の継続が徐々に身を結び

トップトップとは程遠いが・・・、各世代で本質をとらえた視点で標準の成果を上げることはできるようになってきた。た

だ、例年報告として挙げている、過疎が進む空知地域のこども達の夢は夢で終わってしまうと・・・。都心の選手たちと

の情報の差・・・、切磋琢磨できる環境の差・・・、地域密着で様々な斬新的なトライが必要だとあらためて感じた。活動

は継続しながら、さらなる飛躍にむけ多くの大人たちの理解や賛同を増やし邁進していきたい！また、北海道でも唯

一の全世代クラブチームとして、社会人や高校生チームの成績を飛躍させ、小さな子供たちが目標にできるクラブ組

織にしていけるよう努力していきたい。

　

・スポーツの普及及び振興に関する事業

サッカーを中心としたか活動から、マラソン・子供の運動教室・高齢者の運動教室と幅広い活動に着手し実施できたこ

とは、これからの総合型地域スポーツクラブの確立に向け大きなステップアップだったと自負している。関係各所の更

なる協力と理解を求め、より多くの方たちに生涯スポーツに親しみ、運動で健康や笑顔が増えるような街づくりに寄与

できるよう継続と発展を焦らずに実施していこうと思います。それと同時に、会員獲得のシステム作りを考案し、この活

動が長きにわたり継続できる組織作りのため、会員数を増の取り組みを進めていきたい。

事　業　内　容

なし

平成２４年度事業報告書

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

1,174,175

0

流動資産合計 1,174,175

2 固定資産

845,000

4,965,880

660,292

固定資産合計 6,471,172

資産合計（Ａ） 7,645,347

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

3,472,000

32,190

流動負債合計 3,504,190

2 固定負債

3,232,200

固定負債合計 3,232,200

負債合計（Ｂ） 6,736,390

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 832,159

当期正味財産増加額 76,475

正味財産合計（Ｃ） 908,634

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 7,645,024

現 金 及 び 預 金

金　額　（単位：円）

平成24年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　貸借対照表
平成25年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要

建　　　　　　　　物

什    器    備    品

長 期 借 入 金

預 り 金

短 期 借 入 金

車　輌　運　搬　具



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

流動資産合計 0

資産合計（Ａ） 0

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

流動負債合計 0

負債合計（Ｂ） 0

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 0

当期正味財産増加額 0

正味財産合計（Ｃ） 0

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 0

平成24年度　その他の事業に関する会計　貸借対照表
平成25年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

１ 会費収入

正会員 0

賛助会員 0 0

２ 事業収入

クラブ・スクール収入 12,937,284

大会・イベント・遠征会費 3,478,110

その他収入 1,847,059 18,262,453

3 寄付金収入

寄付金 5,313,399 5,313,399

4 補助金収入 3,860,000 3,860,000

経常収入合計（Ａ） 27,435,852

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

コーチ報酬 2,335,500

車両経費 2,582,891

その他事業支出 14,135,721 19,054,112

２ 管理費

給料手当 7,200,000

法定福利費 1,099,062

その他管理支出 5,880 8,304,942

経常支出合計（Ｂ） 27,359,054

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 76,798

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 76,798

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） 76,798

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 76,798

増加額合計（Ｈ） 76,798

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） 76,798

前期繰越正味財産額（K) 832,159

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 908,957

金　額　（単位：円）

平成24年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　収支計算書
平成24年 4月 1日から平成25年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

経常収入合計（Ａ） 0

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

その他事業支出 0

２ 管理費

その他管理支出 0

経常支出合計（Ｂ） 0

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 0

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 0

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） 0

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 0

増加額合計（Ｈ） 0

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） 0

前期繰越正味財産額（K)

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 0

平成24年度　その他の事業に関する会計　収支計算書
平成24年 4月 1日から平成25年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）


